
























的な内容の指導を徹底 し,個性を生かす教育の充実 に努めぢければならない」 と明記されて






















れる。 このことは,ま ことに結構なことだと言わざるを得ないが,こ こで問題になって くる
のが,小学校の学習指導要領の 「音楽性の基礎」であり,中学校でも問題 となる,音楽科に
おける 「基礎 ・基本」である。 これについては後述す る。
次 に各学年の内容であるが,最 も目立っのは内容の大綱化である。っまり,扱 うべき内容





以下では,音楽科の方向性にっいて基礎 ・基本の徹底 と,選択制の拡大,創 造的な音楽活
動 という3点 に絞 って考えていきたい。
(2)基礎 ・基本の徹底
音楽科で基礎 ・基本が何をさすのかは,きわめて難 しい。昭和22年,26年の学習指導要領




分散 している共通の基礎的内容を一括 し,これを発展的系統的に配列 し再構成 したもの」2)で
「音楽的感覚の発達を図り,聴取 ・読譜 ・記譜の基礎的能力を高め」3)それを 「完全に児童の
ものとしてr定 着』」")させることをねらったものだとしている。 このことにっいて,野 村は







を養 う」となっている。)それ と同時に,例えば扱われる調合が,シ ャープ,フラットともに
3っずっか ら2っずつに減 らされている。(ただし調合の数によって難易度が変わるとは一概




く 『調』 という内容のまとまりを設定 し,rなぜ長調と短調があるのか』『なぜ音階はどの音
か らはじめて も同 じように聞 こえるのか』『なぜ長調 ・短調 と呼ぶのか,それらはどこがちが
うのか』rなぜ長調の種類は12個しかないのか』等々といったような,子 どもたちが抱 く素
朴な疑問に答えるような形で」⑦教育内容を構造化するべきだとしている。)っまり,そ れま
での演奏中心主義,技 術主義から,よ り感性や心情 といったものに学習の目標を移すことに
なるわけである。今回の改訂でもそれは踏襲されており,やはり音楽を愛好する心情を目標
として掲げている。 しか し同時に,基礎 という語が再び現れているのである。 このことは先




る。 しかも場合によっては,技術的な側面は全 く抜きにして,演 奏者の表現や感情といった









ばかりである。従って,こ れ らを徹底するというのはさらに難 しいということが言えそうで
ある。
ただし,先の例と同 じように学習指導要領の内容を細か くみていくと,や るべ きことは明
記されている。例えば小学校の3年 生では,次のようである。
・ハ長調の旋律を視唱 したり視奏 した りできる
234
・歌詞の内容を理解 して表現の仕方を工夫できる














































第1学 年 175 140 105105 70 70 105 70 35 70 105 1,050
第2学 年 140 140 140 105 70 70 105 70 35 70 105 1,050
第3学 年 140 105 140140 35 35 105 105 35 70 140 1,050
表2年 間標準授業指数(平成元年学習指導要領)
区 分

































































科は2年生で先の4っ の教科,3年生で全9教 科(外 国語を含む)ということになっている。
そして,総時数の1,050時間をオーバーしないために,2年生では音楽 と美術の時間数 に,三
年隼では社会,理 科,保 健体育,技 術 ・家庭の時間数に幅をもたせてある。 このことから扮
かるように,今回の改訂ではかなり選択制が拡大されているのである。 しかしこのことを音
























必 修2・ → 必 修2・ → ・→ 必 修1→5
+5③
0
必 修2・ → 必 修2・ → ・→ 必 修1→5
↓ ↑+6②
.→選 択(a)1・*1
必 修2・ → 必 修2・ → ・→ 必 修1→5
↓+6③
*・ → 選 択(b)1→1
必 修2・ → 必 修2・ → ・→ 必 修1→5
↓ ↑ ↓+7①
・→ 選 択{a}1・*・→ 選 択(b}1→1













必 修2・ → 必 修1・ → ・→ 必 修1→4
↓ ↑+5①
→ 選 択(a)1・*1
必 修2・ → 必 修1・ → ・→ 必 修1→4
↓+5②
*・ → 選 択 ㈲1→1
必 修2・ → 必 修1・ → ・→ 必 修1→4
↓ ↑ ↓+6①







さらに,必 修の音楽の授業と選択の授業の関連 ということも考えねばならず,そ ういう点
では,選択履修のあり方には工夫が必要である。
ところで,新学習指導要領の 「指導計画の作成と内容の取扱い」の最後に,「表現及び鑑賞
の能力を高める学習,総 合的な学習,課 題学習,創 造的な表現活動などの学習活動を」行 う




という'o)。「本来音楽が持 っている,初源的な"みずみず しさ"を取 り戻そう」という場合 と
「文字どおり音楽で何かを作り出す」学習である。音楽は再現芸術でもあるが故に,作曲者が
意図 した ものを楽譜という形で記号化されたものから創 り出さねばならない。結果としての
演奏は,従 って,演 奏者がどのように作曲者の意図を解釈 したかということに依存 し,一人
一人で異なったものになるのである。そういった意味で,ま さしく音楽の再現は創造に他な
らない。一方,新 しい曲を作曲したり,これまでに存在 しなかった音楽を用 いて自らを表現
したりすることは,そもそも創造的な活動である。ところで今回の改訂には,「即興的に音を
選んで表現すること」や 「自由な発想で即興的に表現すること」が内容 として挙 げられてい
る。これ らは,い わゆる創造的音楽学習の影響を受けていると考えられ,そ の創造の意味は
後者の意味である。
創造的音楽学習というのは,カ ナダの作曲家であるマ リー ・シェーファーに端を発する活
動で,楽 音であるなしに関わらず,身 の周 りの全ての 「音」を素材にした音楽活動である。
「音」には 「沈黙」も含まれる。この活動は 「個々の生徒にとって個性的であるようなことを













長野県駒 ヶ根市立東中学校では,各教科の基礎的 ・基本的事項に焦点を当てた 「基礎講座」
という選択学習を実施 している。ここでの基礎 ・基本は 「前提能力」として考えられている。
つまり,授業が成立するための基本的なスキルや知識 態度を各教科の 「前提能力」とし,






練習→② フェイス ・トレーニング→③ハ ミングによる共鳴練習 という,3っ の段階で行われ














ための段階を明確にしやすいし,練習方法 もそう難 しくはないか らである。 しか しここで考
えなければな らないのは,東中学の場合は,基礎 ・基本を取 り出して短期集中的に取 り扱 う
やり方であるか ら比較的 うまくいくし,緒川小学校の場合 も本来の授業 とは異なる時間枠で
行われるということである。 しか し両校のように,基礎 ・基本を技能的なものに限定 して と
らえるや り方を通常の授業の中で常に行 っていくわけにはいかない。そうか といって,基
礎 ・基本を前述 したような暖昧なものとしてとらえた場合実践 はや りにくくなるし,例 え
やったとして も,本当にやれたのかどうかを判断することが難 しくなるであろう。このあた
りの うまいや り方を今後 も模索 していかなければなるまい。
段階 学 習 活 動 指 導 ・ 助 言 時間 備 考
①響きのある美しい声を出 。響きのある美 しい声はゆったりとした自然 。運動のできる
基 すための姿勢のとり方に の姿勢から生まれることを説明 し,次のよ 服装で行 う。
本 ついて説明を聞き,基本 うに基本姿勢をっ くらせる。 。自然 な姿勢
姿 姿勢をつ くってみる。 ・両手を肩はばよりやや狭 く開け,ど ちら (ラクな姿勢)
勢
を かの足を前へ出す ・重心を少 し前へ 3' が理解しやす
つ ・バ ンザイをして,胸 をあげたまま両手を いように,床
く ブランと下げる ・首す じを伸ばす にあおむけに




一 一 一 一
吸 の ト レー ニ ング をす る。
法 ・背中を曲げて息を吸う。 4'を ・息を長く伸ばす。
知 ・ハ ミ ングで 伸 ば す 。
り ・基本姿勢で息を長 く伸ばす。






③ 共 鳴 腔 を っ く るた め に,













て ④ハ ミングによる共鳴練習 ・ハ ミ ン グ
み
る を行 う。














正 し い 姿 勢 で 歌 お う
美 しい声 は,正 しい姿 勢から生まれます。 人隅は歩い てい る委勢 が一一番自然な状態です。歌







日 は 遙【くを 見 る9尋 一一一'{
ノ









騨=一 一 一 一 ・・





重心 は少 し前の 方へかけ る.
うつ向かないて歌おう 足の位置にも気をつけよう
× ○







ターの伝記をカセ ットテープに吹き込んだ ものや,伝 記そのもの,フ ォスターの時代の資料
等が用意 されている。子どもたちは各自の興味に従ってコースを選び,そ の後それぞれのも
のをもちよって,演 奏グループの伴奏で全員で合唱するのである。合唱に際 しては,調 べ学
習グループか らフォスターが生きた時代の背景や,ア メリカ南部の様子にっいて聞 き,歌詞
の理解を深める。 このようにして,同 じ一っの曲に対してさまざまな方向か らアプローチさ
せ,そ れを統合することによって,一 段高い表現や鑑賞へと持っていくことができるのでは
ないだろうか。このことは,先述 したが,学 習指導要領でいう 「総合的な学習」にあたり,
「課題学習」にあたるのである。
同 じようなや り方が愛媛大学附属中学校で も行われている。単元は,「べ一 トーベンの音楽
に親 しむ」で,主 要教材は交響曲第5番 「運命」である。指導計画を図4に 示す。授業 は,
べ一トーベンについての理解や 「運命」の鑑賞,ス コアを利用 した楽器の理解 という導入部
を経て,グ ループ学習になる。グループは,表現グループが2種類,鑑 賞 グループ,調査 グ
ループの合計4つ 構成される。表現グループは,リ コーダーを用いた演奏 と,川柳や紙芝居
による表現の2種類である。 この教科内選択学習のために用意された資料やメディァを図5




























選 択学 習 グ ル ー プ
「
A表 現グループ1






















。べ 一 トー ペ ンの 生 涯
・年表
・レポ ー ト形 式
































。 「音楽と歴史の出会い」 保柳 健
。「あの世の楽聖たち」 武川寛海
。「音楽史の休 日」 武川寛海
。 「母と子の音楽史」 谷 慶郎
。「クラッシックの喫茶室」 服部公一
。 「そなた ・こなた ・へんうちょう」
野口幸助



















「オーケス トラを聴 く人へ」 近衛秀磨
「作曲家から聴衆へ」 コーブランド
「指揮の芸術」 ワインガル トナー
。 「音楽の聴 きどころ ・交響曲」
諸井 誠
「バイオリン名器」 ファルガ












・ レ コー ド及 び テ ー プ
。べ 一 トー ベ ン 交 響 曲第5番
指 揮 カ ー ル ・ベ ー ム
[演 奏 ウ ィー ン ・フ ィル
指 揮 カ ラヤ ン
[演 奏 フ ィル ハ ー モ ニ ー
指 揮 カ ラヤ ン
[演 奏 ベ ル リン ・フ ィル
指揮 ミュ ン シ ュ
[演 奏 ボ ス トン
指揮 フ ル トベ ン グ ラー
[演奏 ウ イー ン ・フ ィル
。べ 一 トー ペ ン 交 響 曲 第6番
指 揮 カ ラヤ ン
[演 奏 ベ ル リン ・フ ィル
。ベ ー トー ベ ン 交 響 曲 第3番
指 揮 カ ラヤ ン
[演 奏 ベ ル リン ・フ ィル
。ベ ー トー ベ ン四大 ピア ノ ソナ タ集
。ペ ー トー ベ ン三 大 ピア ノ ソナ タ集
。荘 厳 ミサ 曲
。ハ イ ドン交 響 曲第94番 「驚 愕 」
。ハ イ ドン交 響 曲第101番 「時 計 」
。モ ー ッ ァル ト 「フ ィガ ロの結 婚 」序 曲





図6生 徒がつくったバ リンビンとパンパイプ 〈生徒作品1> 〈生徒作品2>
愛媛大学附属中学は,教科間選択学習でも先進校である。教科間選択学習 と教科内選択学
習の相違点はいくっかあるが(表3),最も重要なものは教科内選択学習が基礎 ・基本の徹底
をね らっているのに対 して,教科間選択学習では個性の伸張を標榜 していることである。 こ
のことか ら,教科間選択学習ではかなり思い切 った課題を設定できるのである。
音楽科では,週1時 間の教科選択の時に,「手作りの楽器で音楽を」というテーマが設定 さ








教 科 問 題 選 択 学 習 教 科 内 選 択 学 習




活用する能力 教科その他で既得の知識,技能等 教科の単元内での既得の知識 ・技能等
伸長すべき僧性
教科の授業では得 られない生徒の能力知
識,技 能,得 意,不 得意,選 択能力等
共通学習で得られない生徒の能力
輿味 ・関心 ・意欲等
学 習 時 間 10時間以上の長時間にわたる学習 3～4時間程度の学習
学 習 課 題 複数の課題の系統立った学習 1～2程度の課題解決学習












ており,そのあとは,大 きく2っの部分に分かれる。導入に続 く部分は,全員が 「水の旅」
というテーマでス トー リーづ くりを し,それを,は じめ,中,終 わ りという3つの部分に分
けて絵で表現する。そ して,そ れを今度は音で表現するのである。後半の部分では,今度は
テーマを選択する方式になる。テーマは,「宇宙探検」「乗 り物の旅」「朝の音禁」「物語の音
楽」の4っ である。子 どもたちは,オルガンや リコーダーなどの既製の楽器に加えて,た ら





楽学習が行われてきたが,表 現する子どもたちが無目的に音源を打ち鳴 らし,騒音 しか残 ら
ないといったものが多かったようである。そこのところに対す る工夫が,国語 と図工 との合




ところで,創 造的音楽学習とこれまでの伝統的な音楽学習 とのっなが りにっいて,真剣 に
取 り組んだ実践 はまだ見ない。創造的音楽学習の理念や実践には共感す るものがあるのだ
が,音楽科における基礎 ・基本の問題 も絡めて,今後検討 していく必要があるだろう。
学習指導要領の改訂と小 ・中学校の音楽科の方向性
時 指 導 内 容 学習指導の形態 個の変容把握の手だて
1 各自の持ち寄った材料をもと 学級別一斉指導
。個人記録表
に,手作 り楽器を作 る。 (手作りの楽器の工夫)













水の旅のストーリーを話 学級内でグルー 。学 習 カー ド
5 し合 い,始 め,中,終 わ り プ分けをし,班
。教師の観察
音 と3枚の絵にかき表す。 学習。 (話し合いの様子)
(国語 ・図工)
一　 一 一 、 一
6
あ ス トー リー に 従 い,音 作 1 。学 習 カ ー ド
○ りを工夫し,グループ毎 1 。個人記録表
7 そ に練習する。 1 (・場にふさわしい音グループでの協力)










つ選び,そ の中でグルー 課題選択別方式 (グループ内での
プ を作 り,イ メ ー ジを ふ に よ るT.T 話し合いの様子)
9 音 く らませ る。 囎 雛旅、
一 　 一 一 一h あ t灘 楽ノ
グ ル ー プ毎 に ス トー リー 1 。学 習 カ ー ド
10




111 ス トー リー に従 い,音 作 。学 習 カ ー ド
●
び りや音探 しをしながら, 1 。個人記録表
12
(本時)













聴いて も良いし,何を歌 っても良い。 どんな楽器を演奏 してもかまわない。教育は文化の拘
束を受 けるか らといって,何 も日本古来の音楽だけをやる必要 もなければ,逆 に西洋のある
時期だけの音楽だけをやる必要 もない。 しか し,や って も良い。
音楽が,あ る人生観や政治的な態度の象徴である場合 もある。そういったメッセージが旋











理解か ら入る音楽体験でなく,肌で,体 で聴 く直接的な音楽体験を与えること)。




音楽に対 して興味を持っ子どもたちに対 して,上 のようなことを保障することは,比較的や
り易 くなって くるか も知れない。できれば抽象的な目標表現で終わらない,具体的な目安 と
して(し かし法的拘束力はあまりないような形で)学 習指導要領が改訂されて くれれば,音
楽教育 にとって最高の支援になると思われる。
学習指導要領の改訂と小 ・中学校の音楽科の方向性 247
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REVISIONOFCOURSEOFSTUDYANDMUSICIN£LEMENTARY/
JUNIORHIGHSCHOOL
HaruoKUROKAMI
Courseofstudywasrevisedin1989andwi11beenforcedin1993.Asformusicthere're
threepointsintherevision.Thefirstis"masteryofbasics."Butitisverydiffiultto
definewhatisbasicinmusic.Thereforewhenteachersintendtomaketheirstudents
masterbasicsinmusic,therecomesomeproblemslikewhatshouldbedone,how
student'smasterycanbeevaluatedandsoon.Tosolvetheseproblems,teachershave
todefinebasics.Forexample,somejunlorhighschooldbfineditasprerequisitesand
haveshortlessonsspecializedtolearnbasics.Thesecondis"electives.讐Courseofstudy
declaresthateachstudentshouldselecthis/hertasksorsubjectstosomeextent.This
directionleadsto"individuation."Theelectiveshastwophases.Oneisinner-subject
phaseandtheotherisinter-sublectsone.Anexampleoftheforτneristask-personalized
learning.Inthisstudentscanselectatasktolearn,Somestudentslearnbackgroundof
atuneandothersexerciseaccompanimentofthetune.Anexampleofthelateris
subject-personalizedlearning.Thisoneallowsstudentstoselecta串ubjecttolearn.
Theycanselectmathematics,science,gymnastics,musicandsoforth.Inthistypeof
electivesjuststudentswhoareinterestedinmusicselectit,sothecontentoflearning
becomeshigher.Thethirdis"Creativemusic."Creativemusicmakesstudentsexpress
theirmusicalemotionfreely、Theyhearsoundaroundthemandimitatethesoundwith
manyordinarythingswhicharenotmusicalinstruments.Thesethreedirectionswill
changemusiceducationinJapantosomeextemt.Butthischangewillnotbeenollgh.
Courseofstudyisexpectedtobemoreconcrete.
